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令和８年度

令和７年度

令和６年度

令和９年４月 改選期より適用

議会のあり方調査検討特別委員会　活動報告 vol. 3

これまでの主な活動の歩み
特 集

議会のあり方調査検討特別委員会を設置

矢巾町秋まつりで議会に関するアンケート調査実施

議会改革先進地視察（滝沢市議会）

対話する議会を目指した研修会開催（佐藤淳教授）

４つの分科会を設置

徳丹城春まつりで議会に関するアンケート調査実施

議会改革先進地視察（北上市議会）

町民と議員をつなぐ会の充実を目指した研修会開催（佐藤淳教授）

議会改革先進地視察（山形県庄内町議会・宮城県加美町議会）

矢巾町秋まつりで「議員と話そう」ブース開設実施

「議員の学校」を開催（11月から３月まで全６回開講）

「町民と語る議会フォーラム」開催（定数・報酬に関する意見聴取）

生成AI の活用を目指した研修会開催（佐藤淳教授）

各コミュニティの総会で定数・報酬の改定案を提示、意見聴取

徳丹城春まつりで定数・報酬に関する意向調査実施

定数・報酬の見直し案を固める

町長へ「議員報酬の見直しに関する要望書」を提出。

町長は「矢巾町特別職報酬等審議会」を開き、要望を踏まえて議員報酬の見直しを審議する。

９月会議にて、議会のあり方検討委員会の活動報告を行う。

令和９年度当初予算の要求を行う。

９月

10月

11月

12月

１月

４月

５月

６月

６月

10月

11月

12月

12月

３月

令和６年度の会議回数
全体会４回、幹事会11回

令和７年度の会議回数
全体会11回、幹事会19回

４月

６月

７月

９月

11月

12月

今後の流れ（予定）

「矢巾町特別職報酬等審議会」の審議結果を踏まえ、町長が「議会の議員の議員報酬
および費用弁償等に関する条例」の改正案を12月会議に提出する。

★

　

議
会
の
あ
り
方
調
査
検
討
特

別
委
員
会
は
、
令
和
６
年
９
月

20
日
発
足
以
降
、
議
員
報
酬
・

定
数
・
政
務
活
動
費
を
中
心
に

「
議
員
の
な
り
手
不
足
」
を
解

消
す
る
た
め
の
見
直
し
を
す
る

べ
く
、
継
続
的
に
調
査
・
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

他
自
治
体
と
の
比
較
、
人
口

動
態
の
分
析
、
町
財
政
の
試
算
、

議
員
活
動
実
態
調
査
、
町
民
説

明
会
の
内
容
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る

段
階
で
す
。

内　　容 開催回数（累計） 所要時間（概算）
全体会の開催 17回 20時間
幹事会の開催 33回 60時間
分科会の開催 30回 60時間
各自による

資料作成・調査・分析 － 75～100時間

「議員の学校」の開催 ６回 12時間
ワークショップ・

フォーラムなどの開催 ７回 38時間

合　　計 － 265～290時間

調査・検討に要した概算時間（令和８年５月末時点）

特　
集
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６月
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11月

12月
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７月
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★

　

４
つ
の
分
科
会
で
は
、
所
管
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少
人
数
で
分

析
・
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
中
間
報
告
し
ま
す
。

　

議
員
定
数
・
報
酬
を
見
直
す
う
え
で
、
調
査
・
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

４
つ
の
分
科
会
か
ら

４
つ
の
分
科
会
か
ら

活
動
成
果
を
中
間
報
告

活
動
成
果
を
中
間
報
告

議
員
報
酬
と
定
数
の

議
員
報
酬
と
定
数
の

調
査
・
検
討
経
過
を
報
告

調
査
・
検
討
経
過
を
報
告

議
会
の
見
え
る
化

に
関
す
る
分
科
会

①
「
や
は
ば
議
会
だ
よ
り
」
の
内
容

の
見
直
し

↓
身
近
で
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ

う
検
討
。

②
広
聴
関
連
の
見
直
し

↓
「
町
民
と
議
員
を
つ
な
ぐ
会
」
開

催
。

高
校
生
・
大
学
生
と
の
意
見
交

換
会
開
催
。

矢
巾
町
議
会
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

作
成
。

町
春
ま
つ
り
・
秋
ま
つ
り
で
の

意
見
聴
取
。

③
議
会
モ
ニ
タ
ー
や
サ
ポ
ー
タ
ー

の
導
入

↓
矢
巾
町
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

導
入
。

会
議
等
に
関
す
る
分
科
会

①
委
員
会
の
開
催
方
法
の
検
討

↓
「
オ
ン
ラ
イ
ン
」
開
催
へ
の
準

備
。

②
議
会
傍
聴
等
の
Ｐ
Ｒ
方
法
の
検

討
↓
一
般
質
問
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
。

役
場
庁
舎
１
階
案
内
モ
ニ
タ
ー

へ
の
会
議
な
ど
の
開
催
表
示
を

開
始
。

③
議
員
間
討
議
等
の
あ
り
方
の
検

討
↓
議
員
間
討
議
の
定
例
開
催
の
実

施
。

定
数
・
報
酬
・
政
務
活
動
費

に
関
す
る
分
科
会

①
議
員
報
酬
の
適
正
化
の
検
討

②
委
員
長
手
当
の
検
討

③
議
員
定
数
の
適
正
化
の
検
討

↓
議
員
の
活
動
量
や
物
価
の
動
向
、

町
財
政
な
ど
に
応
じ
、
議
員
報

酬
の
水
準
や
定
数
な
ど
を
検
討

し
、
改
正
案
を
提
示
。

④
政
務
活
動
費
の
あ
り
方
の
検
討

↓
政
務
活
動
費
の
交
付
額
の
検
討
。

諸
課
題
に
関
す
る
分
科
会

①
一
般
質
問
の
あ
り
方
な
ど
の
検

討
↓
質
問
時
間
（
現
行
40
分
）
を
検

討
。

令
和
８
年
６
月
会
議
で
30
分
の

試
行
的
運
用
を
実
施
。

②
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
の
検

討
↓
「
議
員
の
学
校
」
を
全
６
回
開

催
。

③
議
員
の
資
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
↓
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
カ
ー
ド
の
活
用
と

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
、

Ａ
Ｉ
活
用
研
修
な
ど
を
開
催
。

報
酬
調
査
１

　

消
費
者
物
価
指
数
︵
総
合
指

数
︶
の
上
昇

報
酬
調
査
２

　
岩
手
県
の
最
低
賃
金
の
上
昇

報
酬
調
査
３

　
全
国
的
な
一
般
労
働
者
の
平
均

賃
金
や
新
規
学
卒
者
賃
金
の
上
昇

報
酬
調
査
４

　
議
会
活
動
・
議
員
個
人
の
活
動

量
の
増
加

報
酬
調
査
５

　
矢
巾
町
役
場
職
員
︵
一
般
行
政

職
︶
の
平
均
給
与
月
額
の
上
昇

2006年
（平成18年）

2025年
（令和７年）

指数 95.46
ポイント

111.9
ポイント

平成18年と令和７年を比較すると
19年で1.17倍です。

出典：総務省統計局・2000年基準消費者物価指数

2006年
（平成18年）

2025年
（令和７年）

時給 610円 1,031円

2006年
（平成18年）

2024年
（令和６年） 差　異

一般労働者平均賃金 301,800円 330,200円 28,400円

新規学卒者（大卒） 211,900円 251,300円 39,400円

新規学卒者（高卒） 161,250円 196,100円 34,850円

2006年
（平成18年）

2021年
（令和３年）

2025年
（令和７年）

平　　均
給与月額 289,361円 290,900円 295,400円

平均年齢 39歳 39歳２カ月 37歳１カ月

平成17年度調査 令和６年度調査
定例会（臨時会含む） 11 30
委員会 16 63
全員協議会 9 15
調査・研修会等 0 12
公共団体などの会合 8 16
議員の平均活動日数 66 153

平成18年と令和７年を比較すると
19年で1.69倍です。
同条件（１日７時間、月20日）で働
いた場合、その差は58,940円です。

出典：厚生労働省・地域別最低賃金

それぞれの賃金の上昇額を平均すると約35,000円になります。
出典：厚生労働省・賃金構造基本統計調査結果

矢巾町役場の一般行政職職員の
平均給与月額は年々上昇しています。

出典：広報やはば

平成17年度調査と令和６年度調査を比較する
と19年で2.32倍です。

出典：岩手県町村議会議長会実態調査

特　
集
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報
酬
調
査
６

　
全
国
の
同
規
模
議
会
と
の
比
較

定
数
調
査

　
県
内
の
町
村
議
会
と
の
比
較

県・町村名 単位 岩手県
矢巾町

宮城県
加美町

北海道
七飯町

茨城県
境　町

人 口 人 26,157 21,157 27,296 24,731

一般会計予算 億円 約115 約136 約128 約147

議 員 定 数 人 18 17 14 12
議員１人あた
り の 町 民 数 人 1,453 1,244 1,949 2,060

議 員 報 酬 円 240,000 246,000 280,000 318,000

政務活動費 円 16,000 なし なし 5,000

町村名 議員定数 町村名 議員定数
葛 巻 町 10 岩 泉 町 13
田野畑村 10 岩 手 町 14
普 代 村 10 山 田 町 14
野 田 村 10 一 戸 町 14
西和賀町 12 雫 石 町 16
平 泉 町 12 金ケ崎町 16
住 田 町 12 洋 野 町 16
大 槌 町 12 矢 巾 町 18
軽 米 町 12 紫 波 町 18
九 戸 村 12 平　　均 14

多い 適正 少ない

議員報酬30万円は 49 194 82

議員定数18人は 76 223 19

○令和８年３月　　　　各コミュニティ総会での説明・意見聴取
○令和８年４月　　　　徳丹城春まつりでの説明・意見聴取
○令和８年３月～４月　役場庁舎４階で意見箱設置による投書

調査をもとに試算した議員報酬月額

★消費者物価指数の上昇倍率1.17を乗じた場合
　240,000円�×�1.17�=�280,800円

★賃金上昇平均35,000円を加えた場合
　240,000円�＋�35,000�=�275,000円

★物価指数1.17倍を乗じ、賃金上昇平均35,000円を加えた場合
　（240,000円�×�1.17）+�35,000円�=�315,800円

★議員の活動量に合わせた場合
　※全国町村議会議長会の報酬シミュレーション計算式を用いた場合

　153日（Ｒ5活動日数）×�770,000円�=�386,262円　��305日（モデル値） ���（矢巾町長報酬月額）

★矢巾町職員の給与と同じ水準とした場合
280,000円�から�300,000円

★全国の同規模町村議会と同じ水準とした場合
280,000円�から�320,000円

上の表のとおり見直した場合、年間約１,７28万円の増額が見込まれます

議員定数 議員報酬 委員長報酬 副議長報酬 議長報酬 政務活動費

現　　　行 18人 24万円 － 25万８千円 32万３千円 １万６千円

見 直 し 案 18人 30万円 30万５千円 35万円 40万円 １万円

現状維持 ６万円増 新規導入 ９万２千円増 ７万７千円増 ６千円減

令和６年度
議会費予算額

（補正予算を含む額）

令和７年度
議会費予算額

（補正予算を含む額）

令和８年度
議会費予算額

（５月時点の予算額）

令和９年度
議会費予算額

（想定）
増減額

（Ｒ８とＲ９比較）

報　　　酬 53,052 53,052 53,052 66,960 13,908

期 末 手 当 17,541 17,795 17,795 22,460 4,665

政務活動費 3,456 3,456 3,456 2,160 ▲1,296

補足） 期末手当の支給割合は、毎年人事院勧告の動向に合わせて引き上げている
ので、予算が増額になっています。

17,277

出典：全国町村議会議長会調査結果

出典：岩手県町村議会議長会実態調査結果

　

調
査
お
よ
び
試
算
の
結
果

か
ら
報
酬
月
額
30
万
円
、
定

数
現
状
維
持
を
町
民
に
提
案

し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
賛
同

を
得
ま
し
た
。

町
民
の
反
応
は

町
民
の
反
応
は

︻
提
案
︼

︻
提
案
︼

    

報
酬
報
酬
3030
万
円
に

万
円
に

    

定
数
定
数
1818
人
維
持

人
維
持

議
員
報
酬
と
定
数
の

議
員
報
酬
と
定
数
の見直

し
案
が
固
ま
る

見
直
し
案
が
固
ま
る

（単位：千円）
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「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

運 

◆ 

用 

◆ 

開 

◆ 

始

　

前
号（
２
３
６
号
）で
ご
報
告
い

た
し
ま
し
た
「
矢
巾
町
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
」
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
を

５
月
に
行
い
、
５
名
の
メ
ン
バ
ー

を
も
っ
て
本
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
に
は
「
第
１
回
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
を
開
催
し
、
廣
田
清

実
議
長
よ
り
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
、
そ
の
後
、
自
己
紹
介
、
本
制

度
の
趣
旨
説
明
や
質
疑
、
意
見
交

換
を
行
い
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
ご
認
識
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
モ
ニ
タ
ー
各
位
に
は
ご

自
身
の
都
合
を
み
な
が
ら
、
議
会

本
会
議
・
常
任
委
員
会
・
特
別
委

員
会
お
よ
び
議
長
の
下
に
設
置
さ

れ
る
検
討
会
な
ど
を
傍
聴
い
た
だ

き
、
議
会
運
営
に
関
す
る
ご
意
見

を
文
書（
議
会
モ
ニ
タ
ー
意
見
書
）

に
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

必
要
に
応
じ
て
議
長
が
関
係
す
る

会
議
な
ど
に
対
し
意
見
に
つ
い
て

検
討
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
モ
ニ

タ
ー
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
議

会
だ
よ
り
や
別
に
定
め
る
方
法
に

よ
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
１
年
で
す
が
、

再
任
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
年
度
途
中
で
も
本

制
度
に
関
心
を
持
た
れ
た
場
合
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
議
会
モ
ニ
タ
ー
各
位

の
お
力
添
え
に
よ
り
、
よ
り
良
い

議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
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ど
う
い
う
考
え
を
も
と
に
見
直
し
案
を
算
出
し
た
の
か
解
説
し

ま
す
。

議
員
報
酬
と
定
数
の

議
員
報
酬
と
定
数
の

見
直
し
案
に
つ
い
て
解
説

見
直
し
案
に
つ
い
て
解
説

解
説
５

議
長
報
酬

　

基
準
と
な
る
一
般
議
員
の
報
酬

額
の
算
定
か
ら
、
現
基
準
の
倍
率

を
掛
け
て
算
出
し
ま
し
た
。

解
説
６

政
務
活
動
費

　

政
務
活
動
費
は
、
報
酬
額
と
は

別
の
考
え
方
が
あ
っ
て
交
付
さ
れ

る
費
用
で
す
。
議
会
改
革
推
進
の

流
れ
の
中
で
、「
議
員
個
々
の
活

動
」
よ
り
も
「
議
会
と
し
て
の
活

動
」
を
活
発
化
さ
せ
る
方
向
に
あ

り
ま
す
。
事
実
「
議
会
と
し
て
の

活
動
」
は
増
加
し
て
お
り
、
政
務

活
動
費
の
利
用
機
会
が
低
下
し
た

年
度
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
政

務
活
動
費
の
利
便
性
を
考
察
し
、

過
年
度
の
利
用
額
を
基
に
、
平
均

的
な
年
度
利
用
水
準
を
検
証
し
、

試
案
と
し
ま
し
た
。

め
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

検
証
の
基
本
と
な
る
議
員
活
動

量
を
調
査
・
検
討
し
、
時
代
に
即

し
た
値
の
算
出
を
行
い
、
試
案
と

し
ま
し
た
。

解
説
３

委
員
長
報
酬

　

一
般
議
員
と
比
較
し
、
委
員
長

と
し
て
の
責
務
が
あ
る
こ
と
や
、

事
実
、
活
動
に
伴
う
費
用
支
出
が

あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
委
員
長
へ
の

加
算
額
の
支
給
は
妥
当
と
判
断
し

ま
し
た
。

解
説
４

副
議
長
報
酬

　

議
員
活
動
の
豊
富
化
に
伴
い
、

外
交
的
活
動
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

議
長
用
務
の
帯
同
や
議
長
代
理
の

出
席
業
務
な
ど
の
活
動
が
増
加

し
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
支
出
負
担

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
他

の
自
治
体
の
基
準
も
考
察
し
、
算

出
し
ま
し
た
。

解
説
１

議
員
定
数

　

議
員
定
数
の
見
直
し
は
、
20
年

来
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
状

が
あ
り
ま
す
。
平
成
11
年
の
地
方

自
治
法
改
正
で
定
め
ら
れ
た
人
口

区
分
に
基
づ
く
、
令
和
５
年
の
議

員
定
数
の
全
国
平
均
値
を
基
に
検

討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
は
、
議
員
報
酬
と
の

相
関
関
係
だ
け
で
決
定
す
る
も
の

で
な
い
こ
と
を
念
頭
に
、
こ
れ
ま

で
の
検
討
結
果
と
町
民
の
反
応
を

併
せ
、
定
数
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

解
説
２

議
員
報
酬

　

議
員
報
酬
に
お
い
て
も
、
20
年

来
見
直
し
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
、
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
、
一
般
労
働

者
の
平
均
賃
金
を
大
き
く
下
回
る

結
果
と
な
っ
て
お
り
、
議
員
待
遇

面
を
考
察
す
る
と
、
な
り
手
不
足

の
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否

過
去
の
議
会
改
革
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